平成23年8月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学教育地域科学部地域共生プロジェクトセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　　木村　亮

福井大学教育地域科学部附属地域共生プロジェクトセンター
平成23年度「地域に魅せよう学生のチ・カ・ラ」支援事業
選考結果について

　当センターの支援事業募集に応募された4企画について、8月8日（月）13時より公開プレゼンテーションを開催いたしました。閉会後開催された選考委員会において慎重かつ厳正に審議を行いましたが、その際に委員から出された意見も含めて結果を報告いたします。
　今回ご提案いただいた企画は、いずれも熱意のある企画でありましたが、程度の差はあれ、企画内容の不備や企画と支出計画との対応の不備がみられました。そこで、今回は、当センターの初めての企画であり、提案する側の準備も不十分であったことも考え合わせ、いずれの企画も、企画の見直し、もしくは支出計画の再検討を必要とするという条件で、支援金額の上限を削減の上、支援を行うということに決定しました。
　１．MIYAMA探求ネットワーク「旧美山町の住民意識調査とその報告会」
　　　　　申請希望額　7万円　　支援上限額　4万円　
　　　　企画の再検討に当たっては、①調査の方法および内容の精査、課題の明確化を行うこと、②地
元への還元、地域貢献の観点から、調査の成果の公表や報告会の開催等に事業支出の重点を置
くこと、を求める。
　２．Fukui-Play Studio 遊房「第9回どろんこ祭り」
　　　　　申請希望額　9万9千円　支援上限額　4万円
　　　　既に開催が迫っているため、申請書記載の消耗品・工作費に限定して支援する。次回応募の際
には、企画参加者の広がりを企図するなど、将来につながる新たな取組みでの企画提案を期待
する。
　３．TRY-SMN　「福井の成年後見推進研究」
　　　　　申請希望額　9万円　　支援上限額　5万円
　　　　企画の再検討に当たっては、①地元での調査対象、調査内容の充実、課題の明確化を行うこと、
②地元への還元、地域貢献の観点から、成果物の作成や普及に事業支出の重点を置くこと求め
る。
　４．雑木林を楽しむ会　「雑木林“遊び場”創設プロジェクト」
　　　　　申請希望額10万円　　支援上限額　5万円
支援にあたって、①一連の事業企画と支出計画との関連を具体的に示すこと、②支援対象費目
を保険代・印刷・通信費、消耗品の範囲とし、費目の内訳を詳細に示すこと、を考慮した申請
書の変更。再提出を求める。
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